
有効巾について
壁紙は必ず見本帳に表示している有効巾
でご使用ください。重ねしろは有効巾に
含みません。有効巾以外での使用は左右
の色違いを発生させます。

張り出し確認
壁紙を２巾張った後、商品に問題がない
ことを確認した上で作業を続行してくだ
さい。問題のある場合には販売店までご
連絡ください。３巾以降の作業が進行し
た場合、施工費賠償につきましては原則
としてお受けいたしかねますのでご了承く
ださい。

石膏ボードを切らない
重ね切りを行う場合は石膏ボードの表層
紙まで切り込まないようご注意ください。
目スキが発生する原因となります。

カットに地ベラを使わない
地ベラを使った重ね切りは避け、必ず定
規をご使用ください。地ベラを使うと切り
口が斜めになり目スキの原因となります。

ローラーがけは力まずに
ローラーがけは、強くかけ過ぎないでく
ださい。クセが残ったり、光沢ムラを発
生させます。撫で付け、空気抜きは、タテ
方向を基本に行ってください。強くヨコ
撫ですると、数日後に目スキが発生する
ことがあります。

ジョイント位置について
ジョイント位置は、端部同士で施工してください。壁紙の端部と壁
紙の中央部でジョイントした場合には色差が生じることがあります。
天地左右を確認の上、同一方向で施工してください。方向の違う施
工や部分補修など一部のみ異なる施工は色違いが起こりやすいため
ご注意ください。また、描写が細かい等デザインの特性上、ジョイント
部を正確に合わすことが難しい場合がございます。お含みおきくだ
さい。

ジョイントマーク・天地マーク
ジョイントマークは壁紙の両端にございます。
（商品特性上、ジョイントマークがない場合が
	 あります。ご了承ください）
天地マークは壁紙の片端または裏面に入っています。

柄合せについて
ジョイントマークを目安に柄を合わせて施工してください。柄合せ
の必要な商品は、見本帳にリピートを表示しています。見本帳のリ
ピート表示に「エンボス」または「プリント」と表示しているものにつ
いては、その表示にしたがって柄合せをお願いします。柄合せの必
要な商品は、無地よりも要尺が多くなりますのでご注意ください。
「無地張り可」と表示のある場合は、柄合せする方がより美しく仕上
がりますが、柄合せしなくてもジョイント部が目立ちにくいタイプで
す。ステップ柄合せの商品は１/２ステップと表示しています。

建物の構造に適した施工を
お願いします
プレキャストコンクリー
ト、ALC板などは建物の
構造上、板の継ぎ目部
分を振動の逃げ場にし
ていますので、これを
またいで壁紙を張る
と、ふくれ、よじれ、割れなどが発生しま
す。このような場合、紙と樹脂でできてい
る壁紙では防ぐことはできません。
入隅の場合、下地の継ぎ目に合わせて壁
紙もジョイントするようにしてください。
木製の柱、胴縁、木製パネルにボードを付
けた下地の場合、木材の乾湿による下地
の動きにつれて、継ぎ目や、出隅、入隅に
すき間が生じることがあります。この場
合も上記同様、入隅でジョイントしてくだ
さい。

施工後は自然乾燥を
施工後は接着が安定するまで自然乾燥さ
せてください。施工中・施工後とも冷暖房
などによる急激な室温の変化は避けてく
ださい。目スキ・剥がれが発生します。施工
時の臭いが残っていますので、施工後１
〜２週間は必ず換気を行ってください。

平行柄合せ
1/2 ステップ柄合せ

カット カット

ジョイントマーク

平行柄合せ
1/2 ステップ柄合せ

カット カット

張り付け

下地の調整

下地の平滑仕上げ
施工後の不陸・変色の原因となるネジ・釘類は、突起を完全に沈めてサビ止めをしてくだ
さい。壁紙だけで下地の不陸を防ぐことはできません。天井や間接照明付近など、使用
環境によって下地の不陸（段差、パテ跡、釘跡、糊ダマリなど）が目立つ場所がござい
ます。特に表面がフラットな商品や薄手の商品は下地の影響を受けやすいため、入念に
下地処理を行い施工してください。下地に配慮した施工を行うため、施工費が割増しに
なる場合がございます。

下地に応じたシーラー処理を
木質系、合板下地、コンクリート下地、モルタル下地に直接施工すると、壁紙にシミや変
色が発生することがあります。それぞれ専用のシーラーで下地処理をしてください。
シーラーは壁紙の接着不良や変色を防ぎます。

下地と同色のパテを使用
施工後、下地の色が透けて見える場合がありますので、パテは下地と同色のものをご使
用ください。

下地は乾燥させてから
パテやシーラー処理を施した箇所、モルタル下地、コンクリート下地に直張りする場合、
下地が十分に乾燥（水分率11%以下）してから施工を始めてください。湿気を帯びている
と、壁紙の変色・剥がれ・かびを発生させることがあります。

塗料が下地に付着していると
窓枠・扉枠の塗料（ペンキ、オイルステイン）が下地に付着している場合は、必ずシー
ラー処理をしてください。変色や剥がれ、目スキを防ぎます。

リフォーム時
張り替え時、以前張られていた壁紙の裏打ち紙が残っている場合、残った裏打ち紙は完全
に剥がしてから張ってください。そのまま施工すると、目スキや浮きを発生させます。

施工糊／折りジワについて

糊メーカーの注意事項を確認
施工糊の希釈は、糊メーカーの指定割合を守ってください。塗
布量は140〜160g/m2を目安とし、均一に塗布してください。塗
布量の不足は、壁紙の相剥ぎや接着不良を発生させます。下地
の種類と状態、温度、湿度に合わせてエチレン酢ビ系接着剤な
どを適量添加してください。

糊付け後の注意
壁紙を糊付け後、きつく折りたたんだり、湾曲部に荷重がかから
ないようにしてください。折りジワが付くと元に戻らない場合も
あります。特に汚れ防止品はご注意ください。

折りジワについて
折りジワについて注意文がある商品は、取り扱いに注意が必要
です。折りジワが付くと元に戻らない場合もあります。

壁紙は伸び縮みします
壁紙に糊付け後、室内環境及び壁紙の品種に応じたオープンタ
イム（養生時間）を取ってください。適切なオープンタイムは施工
を容易にするとともに、ふくれや目スキの発生を防ぎます。

付着した糊や汚れの処理
壁紙の表面や廻り縁等に糊・汚れなどが付かないように注意し
てください。付着した場合は、きれいな水を含ませた布で直ちに
拭き取り、最後に乾拭きを行ってください。特に濃色の壁紙は糊
の拭き残しにご注意ください。糊が付着したままで放置すると
かびや変色の原因になります。

粘着テープは使用しないでください
粘着性の強いマスキングテープ（養生テープ）の使用は避け
てください。粘着性の弱いものであっても貼り付けたまま
長時間放置しないでください。粘着剤が壁紙に移行し、変
色や汚れの原因となります。また、テープを剥がすときに壁
紙を破損することがあります。

養生

ご確認ください

商品受領時のお願い
受領時には納品書と商品現品を確認してください。万一ご
注文と違う品番や規格外の商品が納入された場合は、購入
先へご連絡ください。

ご一読ください
特に施工上の注意を必要とする商品には、品番の横に 印
を付けています。施工上の注意に準じて施工してください。

副資材について
パテ・シーラー・糊は、必ず壁紙施工専用品をご使用くださ
い。専用品以外のものを使用すると、目スキ、ふくれを発生
させることがあります。副資材メーカーの施工要領・取扱
い注意事項を必ずご一読ください。

品番とロット番号の確認
商品ラベルに記載されている品番・ロット・数量をご確認
の上、施工を始めてください。同一壁面上は、同ロットで糊
付けした順に仕上げてください。順番を間違えると色ムラ
を発生させることがあります。

糊付け後のたたみ方

ゆるやかに
大きくたたむ

小さくたたむ

図①

参考資料：�壁装施工団体協議会発行「素晴らしい壁紙に素晴らしい技術」

糊付け後の折りジワを防ぐポイント
①	重ねる枚数を制限する	
ゆるやかに大きくたたみ、重ねも２〜３枚以内にしてくだ
さい。（図①）
②	壁紙を巻く	
壁紙に糊付けした後、壁紙をたたまないでヘリにカット
テープ（養生用プラスチックテープ）を付け、頭としりを
このテープを挟んで合わせてふわっと置き、重ね置きを
しないでください。（図②）	
長さのあるものは同様にした上で軽く巻き、必要なオー
プンタイムをとってください。その際、重ね置きはしない
でください。
③	壁紙をプラスチックの袋などに入れる	
糊付け後の壁紙は、プラスチックの袋や容器に入れて乾
燥があまり早く進まないようにオープンタイムを取るの
が最良の方法です。

図② カットテープ

ヘリの部分は糊の乾燥が早い
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防火性について
建物の内装仕上げについては、建築基準法による防火上の基準が
設けられています。防火性能は、下地基材と防火認定材料の組み
合せ及び施工方法によって変わりますので、詳しくは別冊価格表
の防火性能欄をご覧ください。

機能性壁紙について
機能性壁紙をご利用の際は、それぞれの特徴や注意点をご理解の
上、ご使用ください。

柄合せ商品について
柄合せの必要な商品は、無地よりも要尺が多くなりますのでご注
意ください。見本帳などの「柄リピート」表示を参考に柄合せして
ください。柄リピート表示は理論値であり、若干の誤差が生じま
す。施工の際は、柄を目視で合わせてください。

壁紙の柄の見え方について
壁紙は同じ柄の繰り返しで作られているため、光の当たり方・見
る角度などによって柄の繰り返しが目立つ場合があります。あら
かじめご了承ください。ベース原反に着色していない商品はジョ
イントが白く目立つ場合があります。特に濃色の商品は目立ちや
すいためご注意ください。施工時カッターが斜めに入ると白いラ
インが目立ちやすくなるため、切り口が必ず垂直になるようにご
注意願います。

使用環境について
高温、多湿、水漏れの環境や、屋外での使用は避けてください。

施工費について
商品の施工難易度の違いや現場の状況に応じて施工費が割増しに
なる場合があります。あらかじめ商品の特性や現場の状況などを確
認の上、商品選択をお願いします。

壁紙選択上のご注意

施工例の写真は印刷のため実際の商品と異なって見える場合も
ありますのでご了承ください。商品の色が、見本帳の品質見本と
多少異なる場合がありますのでお含みください。掲載商品の価格
及び仕様は、本見本帳発行時（2024年4月）のものです。経済の変
動、品質の改善により、やむを得ず価格及び仕様を変更させてい
ただく場合があります。当見本帳に記載されている各種試験デー
タは測定値であり、保証値ではありませんのでご了承ください。
当見本帳に掲載している商品及び写真等を許可なく複製、転載す
ることを固くお断りいたします。表示価格は希望小売価格です。
消費税は含みません。

不要になった見本帳の廃棄
廃棄物処理法に基づき、不要となった見本帳も産業廃棄物としての
取扱いが必要です。資格を有する産業廃棄物処理業者に処分を委託
してください。

見本帳について

　施工上の注意

・特に注意が必要な下記機能性商品の施工要領についてご説明します。
・以降の商品群は、一般ビニル壁紙と比べ施工難度が高いため、施工費が割増しになる場合があります。あらかじめご了承ください。
・一般的な壁紙の施工方法や、壁紙全般に共通する基本的な内容は、左頁記載の「施工のポイント」をご参照ください。

！

汚れ防止壁紙

●汚れ防止
エバールRフィルムタイプ
ファンクレアRフィルムタイプ

●リフクリーン
●アカルクリーン
●�ハードタイプ�汚れ防止
●スーパーハードタイプ

糊付け　　　・下地は平滑にし、濃いめの糊（エチレン酢ビ系接着剤入り）で施工してください。
・糊付け後は折りジワが付かないように大きくたたみ、ジョイント部や出入隅は丁寧に圧着してください。

施工終了後 ・表面に付いた糊は変色の原因となりますので、きれいな水を使用して十分に拭き取ってください。

モルタルやコンクリートの下地に施工する場合
・下地からの汚れやふくれを防ぐために、下地表面をシーラーで必ず２度処理してください。

低温時に施工する場合
・オープンタイムを長めにとってください。
・冬期は出来るだけ室内温度を暖めて施工してください。
・	接着剤は５℃以下になると接着強度が落ち、下地に逃げられない水分・空気が表面に抜けることができずふくれとなります。
モルタル、コンクリート下地の場合は特に発生しやすいのでご注意ください。

●ハードタイプ
　撥水コート

糊付け　　　・下地は平滑にし、濃いめの糊（エチレン酢ビ系接着剤入り）で施工してください。
・糊付け後は折りジワが付かないように大きくたたみ、ジョイント部や出入隅は丁寧に圧着してください。

低温時に施工する場合
・オープンタイムを長めにとってください。
・冬期はできるだけ室内温度を暖めて施工してください。

●表面強化
●ハードタイプ

糊付け　　　・下地は平滑にし、濃いめの糊（エチレン酢ビ系接着剤入り）で施工してください。
・糊付け後は折りジワが付かないように大きくたたみ、ジョイント部や出入隅は丁寧に圧着してください。
・汚れ防止機能を持つものは上記の汚れ防止壁紙の施工上の注意をご参照ください。

●シッカクロス ・糊の乾燥が早いため、付け留めはできません。長時間置くと相剥ぎや目スキの原因となります。
・糊付け後から施工直後は、糊の水分の影響で表面が黒っぽく見える場合がありますが、完全に乾燥すると元に戻ります。

●エアセラピ�透湿
●透湿

・糊の乾燥が早いため、付け溜めはできません。長時間置くと相剥ぎや目スキの原因となります。
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でご使用ください。重ねしろは有効巾に
含みません。有効巾以外での使用は左右
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カット カット

張り付け

下地の調整

下地の平滑仕上げ
施工後の不陸・変色の原因となるネジ・釘類は、突起を完全に沈めてサビ止めをしてくだ
さい。壁紙だけで下地の不陸を防ぐことはできません。天井や間接照明付近など、使用
環境によって下地の不陸（段差、パテ跡、釘跡、糊ダマリなど）が目立つ場所がござい
ます。特に表面がフラットな商品や薄手の商品は下地の影響を受けやすいため、入念に
下地処理を行い施工してください。下地に配慮した施工を行うため、施工費が割増しに
なる場合がございます。

下地に応じたシーラー処理を
木質系、合板下地、コンクリート下地、モルタル下地に直接施工すると、壁紙にシミや変
色が発生することがあります。それぞれ専用のシーラーで下地処理をしてください。
シーラーは壁紙の接着不良や変色を防ぎます。

下地と同色のパテを使用
施工後、下地の色が透けて見える場合がありますので、パテは下地と同色のものをご使
用ください。

下地は乾燥させてから
パテやシーラー処理を施した箇所、モルタル下地、コンクリート下地に直張りする場合、
下地が十分に乾燥（水分率11%以下）してから施工を始めてください。湿気を帯びている
と、壁紙の変色・剥がれ・かびを発生させることがあります。

塗料が下地に付着していると
窓枠・扉枠の塗料（ペンキ、オイルステイン）が下地に付着している場合は、必ずシー
ラー処理をしてください。変色や剥がれ、目スキを防ぎます。

リフォーム時
張り替え時、以前張られていた壁紙の裏打ち紙が残っている場合、残った裏打ち紙は完全
に剥がしてから張ってください。そのまま施工すると、目スキや浮きを発生させます。

施工糊／折りジワについて

糊メーカーの注意事項を確認
施工糊の希釈は、糊メーカーの指定割合を守ってください。塗
布量は140〜160g/m2を目安とし、均一に塗布してください。塗
布量の不足は、壁紙の相剥ぎや接着不良を発生させます。下地
の種類と状態、温度、湿度に合わせてエチレン酢ビ系接着剤な
どを適量添加してください。

糊付け後の注意
壁紙を糊付け後、きつく折りたたんだり、湾曲部に荷重がかから
ないようにしてください。折りジワが付くと元に戻らない場合も
あります。特に汚れ防止品はご注意ください。

折りジワについて
折りジワについて注意文がある商品は、取り扱いに注意が必要
です。折りジワが付くと元に戻らない場合もあります。

壁紙は伸び縮みします
壁紙に糊付け後、室内環境及び壁紙の品種に応じたオープンタ
イム（養生時間）を取ってください。適切なオープンタイムは施工
を容易にするとともに、ふくれや目スキの発生を防ぎます。

付着した糊や汚れの処理
壁紙の表面や廻り縁等に糊・汚れなどが付かないように注意し
てください。付着した場合は、きれいな水を含ませた布で直ちに
拭き取り、最後に乾拭きを行ってください。特に濃色の壁紙は糊
の拭き残しにご注意ください。糊が付着したままで放置すると
かびや変色の原因になります。

粘着テープは使用しないでください
粘着性の強いマスキングテープ（養生テープ）の使用は避け
てください。粘着性の弱いものであっても貼り付けたまま
長時間放置しないでください。粘着剤が壁紙に移行し、変
色や汚れの原因となります。また、テープを剥がすときに壁
紙を破損することがあります。

養生

ご確認ください

商品受領時のお願い
受領時には納品書と商品現品を確認してください。万一ご
注文と違う品番や規格外の商品が納入された場合は、購入
先へご連絡ください。

ご一読ください
特に施工上の注意を必要とする商品には、品番の横に 印
を付けています。施工上の注意に準じて施工してください。

副資材について
パテ・シーラー・糊は、必ず壁紙施工専用品をご使用くださ
い。専用品以外のものを使用すると、目スキ、ふくれを発生
させることがあります。副資材メーカーの施工要領・取扱
い注意事項を必ずご一読ください。

品番とロット番号の確認
商品ラベルに記載されている品番・ロット・数量をご確認
の上、施工を始めてください。同一壁面上は、同ロットで糊
付けした順に仕上げてください。順番を間違えると色ムラ
を発生させることがあります。

糊付け後のたたみ方

ゆるやかに
大きくたたむ

小さくたたむ

図①

参考資料：�壁装施工団体協議会発行「素晴らしい壁紙に素晴らしい技術」

糊付け後の折りジワを防ぐポイント
①	重ねる枚数を制限する	
ゆるやかに大きくたたみ、重ねも２〜３枚以内にしてくだ
さい。（図①）
②	壁紙を巻く	
壁紙に糊付けした後、壁紙をたたまないでヘリにカット
テープ（養生用プラスチックテープ）を付け、頭としりを
このテープを挟んで合わせてふわっと置き、重ね置きを
しないでください。（図②）	
長さのあるものは同様にした上で軽く巻き、必要なオー
プンタイムをとってください。その際、重ね置きはしない
でください。
③	壁紙をプラスチックの袋などに入れる	
糊付け後の壁紙は、プラスチックの袋や容器に入れて乾
燥があまり早く進まないようにオープンタイムを取るの
が最良の方法です。

図② カットテープ

ヘリの部分は糊の乾燥が早い
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シンコー（株） 06-6747-5291 06-6747-5846 577-0012 東大阪市長田東3-3-16
https://www.o-sincol.co.jp  E-mail:info@o-sincol.co.jp

　大阪ショールーム 06-6747-5536 06-6747-5158 577-0012 東大阪市長田東3-3-16 3F
　阪和支店 072-476-1551 072-476-1552 599-0236 阪南市桃の木台2-3-1
　京都支店 075-672-5321 075-661-4544 601-8121 京都市南区上鳥羽大物町5
　滋賀支店 077-553-5191 077-553-5193 520-3015 栗東市安養寺8-7-30
　阪神支店 072-770-5236 072-770-5226 664-0002 伊丹市荻野6-60
　神戸支店 078-978-1605 078-976-0460 651-2113 神戸市西区伊川谷町有瀬663-7
　姫路但馬支店(姫路) 078-978-1605 078-976-0460 670-0952 姫路市南条1-138
　姫路但馬支店(但馬) 078-978-1605 078-976-0460 667-0021 養父市八鹿町八鹿1826-2

近
畿

（株）シンコール岡山 086-246-2550 086-246-2531 700-0953 岡山市南区西市116-14
http://www.sincol-s.co.jp  E-mail:oky@sincol-s.co.jp

　鳥取営業所 0857-21-1655 0857-21-1657 680-0915 鳥取市緑ケ丘3-1-13

シンコー広島（株） 082-277-5321 082-277-4192 733-0833 広島市西区商工センター5-6-3
http://www.sincol-h.co.jp  E-mail:info@sincol-h.co.jp

　広島ショールーム 082-279-0030 082-279-0511 733-0833 広島市西区商工センター5-6-3
　福山支店 084-931-2886 084-931-2879 721-0974 福山市東深津町4-18-24
　福山ショールーム 084-931-2897 084-921-7057 721-0974 福山市東深津町4-18-24
　山口支店西営業所 083-973-4222 083-973-4212 754-0002 山口市小郡下郷3405-1
　山口支店東営業所 0834-34-0141 0834-34-0142 745-0063 周南市今住町10-22
　松江営業所 0852-21-5121 0852-21-5123 690-0044 松江市浜乃木4-4-1 久谷ビル1F

中
国

（株）シンコール 087-882-5111 087-882-5019 761-8031 高松市郷東町23-2
http://www.sincol-s.co.jp  E-mail:hns@sincol-s.co.jp

　高松ショールーム 087-882-5111 087-882-5019 761-8031 高松市郷東町23-2 本社ビル2F
　松山営業所 089-979-2591 089-979-2613 799-2654 松山市内宮町2011-1
　松山ショールーム 089-979-2591 089-979-2613 799-2654 松山市内宮町2011-1 2F
　徳島営業所 088-665-7505 088-665-7510 771-1151 徳島市応神町古川字日ノ上15-4
　高知営業所 088-845-8431 088-846-0076 781-8131 高知市一宮しなね1-4-31

四
国

シンコー九州（株） 092-411-3411 092-474-4504 812-0896 福岡市博多区東光寺町1-15-41
http://www.sincol-k.co.jp  E-mail:home@sincol-k.co.jp

　ショールーム 080-2731-8816 092-474-4504 812-0896 福岡市博多区東光寺町1-10-15
ロイヤルガーデンパレス2F（201号）

　北九州営業所 093-571-7261 093-571-6954 803-0827 北九州市小倉北区緑ヶ丘3-7-27
　鳥栖営業所 0942-84-2441 0942-84-2440 841-0004 鳥栖市神辺町1572
　長崎営業所 095-857-8881 095-857-8880 852-8056 長崎市大宮町5-40
　熊本営業所 096-349-0850 096-349-0851 861-8038 熊本市東区長嶺東8-6-53
　大分営業所 097-556-7302 097-556-6756 870-0921 大分市萩原4-12-7
　日田営業所 0973-22-2154 0973-22-4184 877-0000 日田市西有田1730-1
　鹿児島営業所 099-267-3500 099-267-3610 891-0113 鹿児島市東谷山2-34-5

シンコー沖縄（株） 098-878-4343 098-878-5100 901-2104 浦添市当山2-15-8
https://www.sincol-ok.co.jp    

   ショールーム 098-897-8666 098-897-8669 901-2227 宜野湾市宇地泊2-1-1
  E-mail:enq-showroom@sincol-ok.co.jp

九
州
・
沖
縄

シンコール（株） 022-765-6121 022-765-6120 984-0015 仙台市若林区卸町2-1-16
東北本社 https://www.sincol-kys.co.jp  E-mail:sincol@sincol-kys.co.jp

仙台ショールーム 022-765-6130 022-765-6137 984-0015 仙台市若林区卸町2-1-16
　青森営業所 017-734-3455 017-734-3408 030-0821 青森市勝田2-3-16
　八戸営業所 0178-29-1371 0178-29-1374 039-1103 八戸市大字長苗代字内舟渡39-7
　秋田営業所 018-863-6511 018-863-2456 010-0904 秋田市保戸野原の町6-11
　盛岡営業所 019-645-2561 019-645-2565 020-0031 盛岡市北夕顔瀬町15-22
　三陸営業所 0226-25-1105 0226-22-1531 988-0163 気仙沼市赤岩迎前田81-1
　山形営業所 023-626-7021 023-626-7022 990-2412 山形市松山2-4-1
　郡山営業所 024-947-1700 024-947-0002 963-0117 郡山市安積荒井1-77
　福島営業所 024-544-6091 024-544-6092 960-8166 福島市仁井田字谷地南27-24
　いわき営業所 0246-76-1761 0246-76-1762 971-8146 いわき市鹿島町御代字柿境11-23

東
北

シンコール（株） 052-301-1811 052-304-0068 454-8524 名古屋市中川区供米田2-1815
名古屋本社 https://www.sincol.co.jp  E-mail:nagoya@sincol.co.jp

　名古屋ショールーム 052-301-0560 052-301-0680 454-8524 名古屋市中川区供米田2-1815
　名古屋本社営業部 052-301-1311 052-301-1816 454-8524 名古屋市中川区供米田2-1815
　名古屋東営業所 0568-35-4050 0568-34-7200 486-0905 春日井市稲口町4-26-15
　大府営業所 0562-88-6500 0562-88-6501 474-0027 大府市追分町1-211
　岡崎営業所 0564-51-6711 0564-51-2016 444-0823 岡崎市上地3-27-14
　浜松営業所 053-546-1100 053-463-7414 435-0014 浜松市中央区大蒲町86-1
　静岡営業所 054-237-7710 054-237-8141 422-8034 静岡市駿河区高松1-14-12
　沼津営業所 055-929-2300 055-923-7000 410-0022 沼津市大岡2240-1
　岐阜営業所 058-246-2711 058-246-2735 501-6013 岐阜県羽島郡岐南町平成4-18
　三重営業所 059-357-1211 059-357-1222 510-0064 四日市市新正4-16-15
　三重南営業所 0598-56-9112 0598-56-1061 515-2114 松阪市小津町459-6
　松本営業所 0263-44-5100 0263-44-5050 399-0006 松本市野溝西2-9-46
　長野営業所 026-244-2111 026-244-2112 381-0038 長野市東和田745-11

中
部
・
東
海

会社名 T E L F A X 住所

シンコール（株） 011-209-0123 011-209-1131 060-0051 札幌市中央区南1条東6-1-1
北海道本社 https://www.sincol.co.jp 　　　　　　　E-mail:hokkaido@sincol.co.jp

北海道ショールーム 011-209-1122 011-209-1132 060-0051 札幌市中央区南1条東6-1-1
　北海道本社営業部 011-209-0123 011-209-1131 060-0051 札幌市中央区南1条東6-1-1
　旭川営業所 0166-47-0110 0166-47-0120 079-8413 旭川市永山3条6-1-30
　函館営業所 0138-47-4056 0138-47-4069 041-0812 函館市昭和3-36-23
　帯広営業所 0155-58-4800 0155-58-4801 080-0048 帯広市西18条北2-29-11コーポ182A102

北
海
道

郵便番号

東京シンコール（株） 03-5961-1151 03-5961-1154 114-8512 東京都北区西ヶ原1-46-13
宇都宮支社 0289-76-5611 0289-76-5622 322-0013 鹿沼市深津842-1

http://www.t-sincol.co.jp  E-mail:utu@t-sincol.co.jp

高崎営業所 0289-76-5683 0289-76-5636 370-0043 高崎市高関町388-1
　茨城営業所 0289-76-5706 0289-76-5648 300-0051 土浦市真鍋5-17-19

シンコール（株） 03-3705-1111 03-3705-5232 158-0093 東京都世田谷区上野毛1-7-11
東京本社 https://www.sincol.co.jp 　　　　　　　E-mail:tokyo-kikaku@sincol.co.jp

　自由が丘ショールーム 03-3717-3240 03-3717-3256 158-0083 東京都世田谷区奥沢5-23-21
　東京本社営業部 03-3705-1278 03-3705-1129 158-0093 東京都世田谷区上野毛1-7-11
　練馬支店 03-3993-2221 03-3994-9143 179-0085 東京都練馬区早宮1-4-14
　東京支店 03-3609-9611 03-3627-2711 125-0033 東京都葛飾区東水元3-5-3
　多摩支店 042-589-5123 042-589-7105 191-0024 東京都日野市万願寺2-33-16
　神奈川支店 045-924-2888 045-922-4300 246-0001 横浜市瀬谷区卸本町9279-29
　埼玉営業所 048-712-5678 048-712-5665 336-0932 さいたま市緑区中尾981-17
　坂戸営業所 049-288-6281 049-288-6280 350-0217 坂戸市坂戸1492-1
　千葉支店 043-225-7767 043-225-1905 260-0003 千葉市中央区鶴沢町15-5

関
東

お問合せ先

シンコールグループ https://www.sincol-group.jp

シンコールインテリア（株） 03-3404-8191 03-3404-3527 106-0031 東京都港区西麻布1-4-26
  E-mail:info@sincol-it.co.jp

会社名 T E L F A X 住所

シンコール（株） 076-237-7740 076-237-7994 920-8658 金沢市直江町イ12
北陸本社 https://www.sincol-kys.co.jp  E-mail:sincol@sincol-kys.co.jp

　金沢ショールーム 076-237-2432 076-237-2552 920-8658 金沢市直江町イ12
　富山営業所 076-495-1355 076-495-1345 939-8214 富山市黒崎314-3
　福井営業所 0776-53-9075 0776-53-9082 910-0842 福井市開発3-3010

北
陸

郵便番号

新潟支社 025-260-0077 025-269-3322 950-2031 新潟市西区流通センター4-6-1
https://www.sincol-kys.co.jp  E-mail:sincol@sincol-kys.co.jp

　新潟ショールーム 025-227-5450 025-227-5136 951-8035 新潟市中央区船場町2-3436-1
　長岡営業所 0258-44-7811 0258-44-7812 940-0805 長岡市浦瀬町2284
　上越営業所 0255-25-4125 0255-25-2597 943-0173 上越市富岡2727-1
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